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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに    
休日における交通渋滞問題の深刻化に加え、現状で

はレジャー施設などでのTDM 適用可能性を結びつける

研究は少ない。公園利用者はグループで行動すること、

利用者の交通行動の形態に自由度が大きいことという

特色があげられる。そこで本研究では、都市公園にお

ける休日利用者の交通行動の実態把握を行うことと、

休日の TDM 施策導入･推進のための効果的な要因の抽

出を目的とする。    
２．アンケート調査の概要２．アンケート調査の概要２．アンケート調査の概要２．アンケート調査の概要 

 本研究では、公園利用者の交通行動を把握し、公

園利用者の TDM 施策への意向を調査するためにア
ンケート調査を行った。アンケート調査の概要は表

１の通りである。 

主な調査内容は、TDM 施策に対する利用者意識を

問うもので、対象とした TDM 施策としては、①同一

グループ内での利用者同士の相乗り、②P&R 施策に

対する参加意向、③時間帯の変更施策に対する参加

意向、④公園内で使う荷物をレンタルした場合の交

通手段変更であり、そのうち②と③に対して数量化  

表１ 調査対象公園の概要 
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Ⅱ類分析を行った。 

表１ アンケート調査概要 
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図１は公園のタイプが公園利用者の交通行動にど

う影響しているかを調べたものである。（左）観光地

に立地する公園は住宅地に立地する公園に比べて誘

致距離が大きくなる。（右）交通手段別の所要時間の

差が公園の公共交通でのアクセス性のよさにより影

響を受ける。 
 

 
表２

のよう

した、

歩」、「

用に偏

調査日時
2,002年10月27日～11月10日の天気の良い土・休日の日
中

場所

神奈川県内の県立公園で「かながわの公園50選｣に選定
された12公園の中で公共交通のアクセス性と公園の立地
場所から4公園を選定(城ヶ島公園、相模原公園、東高根
森林公園、湘南海岸公園）

調査対象
18歳以上で自動車もしくは公共交通を利用してきた公園
利用者を無作為に抽出

調査方法 公園利用者に対する聞き取り方式のアンケート調査
調査内容 個人属性、交通利用状況、TDM施策に対する利用意向等
有効票 391票

図 1 公園のタイプによる交通利用状況 
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公園名 城ヶ島公園 相模原公園 東高根森林公園 湘南海岸公園

公園の種類 風致 総合 風致 広域

周辺の用途
風致地区・特別

地区
市街化調整区域

第一種低層住居
専用地域

市街化調整区
域

公園の面積(ha) 14.6 23.8 10.6 16.1

最寄駅からの距
離（km）

6 1.5 1.2 0.4

公園出入り口から
最寄のバス停まで

の距離（ｋｍ）
0.6 0.1 0.1 0.0

隣接する観光ス
ポットの説明

城ヶ島灯台・海
食洞窟｢馬の背
洞門」・ウミウ生
息地・海水浴場

湘南海岸に面
するマリンス
ポーツの拠点

公園の特色･コン
セプト

景勝50選､探鳥
地50選､太平洋
を一望でき､眼
下には岩礁が
すばらしい

都市緑化植物
園､四季折々の
花が咲く､花と緑
の情報発信拠点

日本の都市公園１
００選、景勝５０

選、四季それぞれ
の魅力に満ちさま
ざまな野遊びが楽

海洋レジャーの
拠点として県内
有数の観光地
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表２ 公園の過ごし方による交通手段分担
子供を遊ば

せに
犬の散歩に

自分の趣味
に

家族夫婦で
のんびり

その他 全
は利用者の公園での過ごし方が交通手段とど

に関係しているかを示している。一番右に示

利用者全体の交通手段分担に比べて「犬の散

子供の遊び型」に属する利用者は、自動車利

っていることが分かる。ここから交通制約条

8 1 12 13 22 38
91 26 43 121 30 333



 

 

件により交通利用が強く規制されている現状がうか

がえる。逆に、｢その他｣、｢自分の趣味型｣に属する

利用者は、公共交通で来る割合が大きく、比較的交 
通手段の選択が自由に行えることが分かる。 

 
 
 
 
 
 
図３は、利用交通手段別に公園利用者が公共交通

機関で来た場合の交通費を、自動車で来た場合の料

金と比較したものである。 
グラフから、実際に公共交通を利用して来園した

利用者は自動車で来る場合よりも公共交通で来たほ

うが料金が安くなるグループや、同程度であるグル

ープが約８割である。それに対して、自動車を利用

して来園した利用者を見てみると、公共交通利用時

の料金が自動車利用時の料金よりも高くなるグルー

プが約８割である。ここから、公園利用者の交通手

段決定には、交通手段変更の前後における相対的な

料金の比較により影響を受けることが明らかである。 
４、４、４、４、TDMTDMTDMTDM施策に対する利用者意向施策に対する利用者意向施策に対する利用者意向施策に対する利用者意向    
アンケートの集計結果から、数量化Ⅱ類分析を行

い、以下の図４及び図５を得た。 

図４は公園利用者の P&R 施策に対する利用意向に

強い影響を与える要因についてまとめたものである。

利用する公園の公共交通でのアクセス性が良いこと、

交通費が乗り換えにより安くなること、ある程度以

上の交通費を使って公園に来ていること、乗り換え

により所要時間が長くなることが、利用意向にプラ

スの影響を与えることが分かった。乗換前と乗換後

の料金や所要時間といった条件の変化が実際の料金

や時間の大きさよりも強く影響を与えている。 

次に図５は利用時間帯の変更に対する利用者の意

向について強い影響を与える要因についてまとめた

ものである。駐車料金が低いこと、同一の交通行動

を取るグループであること、公園が観光地に立地す

ること、公園まである程度の距離があること（遠す

ぎず、近すぎないこと）などが利用意向にプラスの

影響を与えることが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

    
5555．まとめ．まとめ．まとめ．まとめ    
TDM 施策の成功には、利用者の施策参加によって生

じるデメリットをいかに少なく抑えるかが重要であり、

そういった項目が利用者の意向に強く影響を与えてい

ることが確認された。また、利用者の中でそういった

デメリットの比較的小さな利用者層の抽出を行うこと

が重要である。 
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図 4 P&R施策に対する利用意向の数量化Ⅱ類結果 

図３ 公共交通の使いやすさと交通手段選択 

図 5 時間帯の変更に対する利用意向の数量化Ⅱ類結果 
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